
4月19日�  幼稚園  お花見給食 

広  報 

○振り込め詐欺にご注意を 

○この春のＮＥＷ　ＦＡＣＥ 

○トピックス 

○わし麻呂君の部屋 

○うつ病シリーズ 

○生活情報Ｑ＆Ａ「ペイオフ解禁拡大」 
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今年は大雪の影響か春の到来が
遅く、なかなか暖かくならなかっ
た印象があります。昨年が異常に
暖かかった影響もあるのでしょうが、
荒巻のしだれ桜を取材に行ったと
きも、幼稚園のお花見給食を取材
に行ったときも「桜は咲いている
けど肌寒いな～」と思いました。
それでも新潟市の桜の開花は平年
より３日しか遅くなかったので、
むしろ今年の方が、普通の「春」だっ
たのかもしれませんね。�さて、
この広報が皆様の手元に届くころ
はゴールデンウィークの真っ只中。
観光に行く方、田植えを行う方、
お家ゆっくり過ごす方、色々な方
がいらっしゃると思います。せっ
かくのゴールデンウィークです。
有効に活用して有意義に過ごした
いですね。 

和
島
村

和
島
村 
和
島
村

和
島
村 
和
島
村 

和島村では合併にあわせ記念誌
を作成しております。 
昭和60年～平成５年当時の和島

村の出来事や暮らしの写真、タヒ
チ国際交流、良寛サミット、運動会、
フェスティバル、青年夢来の写真
ありましたが、是非お寄せください。 
お問合せ：和島村企画観光課 
（�74－3111） 

昭和60年～平成５年の 
写真をお寄せください 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 4 0人（－４人） 
　●男　2 , 4 1 8人（－１人） 
　●女　2 , 6 2 2人（＋５人） 
世帯数　1 , 3 1 1戸（＋３戸） 

※３月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成17年５月１日発行　№381 

発　行：和島村役場 
編　集：企画観光課 
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オレオレ詐欺  オ レ オ レ 詐 欺  

融 資 保 証 金 詐 欺  融 資 保 証 金 詐 欺  架 空 請 求 詐 欺  架 空 請 求 詐 欺  

　いわゆる「オレオレ詐欺（恐喝）」事
件とは、電話を利用して親族、警察官、
弁護士等を装い交通事故の示談金等の名
目で、現金を預金口座等に振り込ませる
などの方法によりだまし取る（脅し取る）
詐欺（恐喝）事件をいいます。 

　融資保証金詐欺事件とは、実際には融
資しないにも関わらず、融資する旨の文
書等を送付するなどして、融資を申し込
んできた者に対し、保証金等を名目に現
金を預金口座等に振り込ませるなどの方
法によりだまし取る詐欺事件をいいます。 

　架空請求詐欺（恐喝）事件とは、郵便、
インターネット等を利用して不特定多数
の者に対し、架空の事実を口実とした料
金を請求する文書等を送付するなどして、
現金を預金口座等に振り込ませるなどの
方法によりだまし取る（脅し取る）詐欺
（恐喝）事件をいいます。 

　
「
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
」
事
件

は
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
恐

喝
）
」
事
件
、
架
空
請
求
詐
欺
（
恐
喝
）

事
件
、
融
資
保
証
金
詐
欺
事
件
の
総
称

で
す
。 

    

　
平
成
17
年
２
月
末
の
「
振
り
込
め
詐

欺
（
恐
喝
）
」
事
件
の
認
知
件
数
は

４
、
６
５
６
件
、
被
害
総
額
（
既
遂
の

み
）
は
約
42
億
円
と
多
発
し
て
い
ま
す
。 

　
電
話
、
郵
便
等
に
よ
り
高
額
の
現
金

を
預
金
口
座
等
に
「
振
り
込
め
」
と
い

う
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
す
ぐ
に
振
り

込
ま
な
い
。
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
。
」

で
く
だ
さ
い
。 

       

◎
被
害
者
の
約
81
％
が
女
性
で
す
。 

　
　
50
歳
代
女
性
の
被
害
者
が
全
体
の

約
28
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
60

歳
代
女
性
の
約
16
％
、
40
歳
代
女

性
の
約
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
最
近
、
犯
人
か
ら
の
着
信
履
歴
が
、

警
察
署
・
自
宅
の
電
話
番
号
や
家

族
の
携
帯
電
話
番
号
な
ど
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
事
案
も
発
生
し
て

い
ま
す
。 

  

◎
ケ
ー
ス
① 

　
電
話
で
「
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
」
と
言
っ

て
息
子
や
孫
を
装
う
手
口 

　
　
息
子
や
孫
を
装
い
、
「
車
で
人
を

轢
い
て
し
ま
い
、
怪
我
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
業
務
上
過
失

致
傷
で
勾
留
さ
れ
る
。
物
損
事
故

扱
い
し
て
も
ら
う
に
は
示
談
金
が

必
要
で
あ
る
。
」
な
ど
と
言
っ
て
、

現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。 

 

◎
ケ
ー
ス
② 

　
警
察
官
や
弁
護
士
な
ど
名
乗
る
手
口 

　
　
警
察
官
を
か
た
り
、
「
息
子
さ
ん

が
、
車
で
人
を
轢
い
て
し
ま
い
、

死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
」
な
ど

と
話
し
た
後
、
弁
護
士
、
保
険
会

社
社
員
等
を
登
場
さ
せ
、
「
こ
の

ま
ま
で
は
業
務
上
過
失
致
死
で
勾

留
さ
れ
る
。
釈
放
す
る
に
は
示
談

金
が
必
要
で
あ
る
。
」
な
ど
と
言
っ

て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。 

 

◎
ケ
ー
ス
③ 

や
く
ざ
な
ど
を
か
た
り
、監
禁
、誘
拐

な
ど
を
装
っ
て
脅
し
取
る
手
口 

　
や
く
ざ
を
か
た
り
、
「
息
子
さ

ん
が
赤
信
号
を
渡
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
ら
、
親
分

の
ベ
ン
ツ
を
壁
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ

た
。
修
理
代
を
出
せ
。
」
な
ど
と
言
っ

て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
若
し
く

は
脅
し
取
る
手
口
。 

  

　
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。
一
人
で
振

り
込
ま
な
い
。 

　
必
ず
本
当
に
本
人
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
電
話
一
本
で
大
金
を
要
求
し
て
く
る

よ
う
な
電
話
は
「
お
か
し
い
」
と
最
初

か
ら
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
警
察
官
が
、
事
故
当
事
者
の
家
族
に

示
談
を
勧
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
弁
護
士
、
保
険
会
社
社
員
な

ど
が
、
当
事
者
の
家
族
に
電
話
で
す
ぐ

示
談
金
を
振
り
込
む
よ
う
要
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
冷
静
に
な
り
対
処
す
れ
ば
、
被
害
に

あ
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

       

◎
被
害
者
の
約
66
％
が
男
性
で
す
。 

　
10
〜
30
歳
代
の
男
性
の
被
害
者

が
全
体
の
約
51
％
を
占
め
、
特
に
、

20
歳
代
以
下
の
男
性
が
全
体
の
約

31
％
を
占
め
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

  

◎
ケ
ー
ス
① 

　
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺 

　
携
帯
電
話
か
ら
画
像
や
動
画
の

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
に
ア
ク
セ
ス
し
、

項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
場
合
に
「
あ

な
た
の
個
体
識
別
番
号
は
×
×
で
す
」

な
ど
と
、
個
人
情
報
を
入
手
し
た

か
の
よ
う
な
画
面
を
表
示
し
料
金

を
請
求
す
る
。 

 

◎
ケ
ー
ス
② 

　
ハ
ガ
キ
と
メ
ー
ル
が
来
る
手
口 

　
突
然
ハ
ガ
キ
が
届
き
、
「
あ
な

た
の
利
用
し
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
利
用
料
金
が
滞
納
に
な
っ
て
い
る
。

即
刻
支
払
わ
な
い
と
、
自
宅
や
職

場
に
回
収
に
行
く
」
と
い
っ
た
内

容
が
書
い
て
あ
る
。
最
近
で
は
、

ハ
ガ
キ
で
は
な
く
メ
ー
ル
で
の
被

害
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

  

◎
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺 

①
契
約
が
成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
支
払
わ
な
い
こ
と  

　
電
子
契
約
法
で
は
事
業
者
側
が

パ
ソ
コ
ン
等
の
画
面
上
に
申
込
み

内
容
な
ど
の
意
思
確
認
を
す
る
た

め
の
適
切
な
措
置
を
設
け
て
い
な

い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
操
作

ミ
ス
に
よ
る
契
約
を
無
効
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

②
個
体
識
別
番
号
か
ら
個
人
情
報
は
伝

わ
ら
な
い  

③
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
の
リ
ン
ク
に

不
用
意
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い 

 

◎
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
と
メ
ー
ル 

　
「
無
視
す
る
」
と
い
う
の
が
基

本
で
す
。
違
法
な
契
約
を
根
拠
に
、

正
当
な
要
求
は
で
き
な
い
の
で
、

無
視
が
一
番
で
す
。 

  

　
発
送
元
が
裁
判
所
の
場
合
は
、
放
置

せ
ず
に
裁
判
所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
債
権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
簡
易

裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
が
債
務
者
に

金
銭
等
の
支
払
を
命
じ
る
「
支
払
督
促
」

を
債
務
者
に
送
付
す
る
督
促
手
続
制
度

（
債
務
者
が
受
け
取
っ
て
か
ら
２
週
間

以
内
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
と
、
不

利
益
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
）

を
悪
用
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。 

     

　
融
資
勧
誘
の
は
が
き
、
メ
ー
ル
等
を

送
付
し
、
電
話
等
に
よ
る
融
資
申
込
み

に
対
し
、
「
あ
な
た
は
、
借
入
金
多
数

と
し
て
登
録
が
あ
り
融
資
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
保
証
協
会
費
を

納
め
て
そ
の
デ
ー
タ
を
一
端
抹
消
す
れ

ば
融
資
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
国
の
制

度
で
す
。
」
な
ど
と
、
保
証
金
等
を
名

目
に
現
金
を
預
金
口
座
等
に
振
り
込
ま

せ
て
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。 

  

　
い
か
な
る
名
目
で
も
、
融
資
を
前
提

に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
は
正
規

の
貸
金
業
者
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
国
の
制
度
と
し
て
保
証
協
会
費
を
納

め
る
と
デ
ー
タ
が
抹
消
さ
れ
融
資
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

女
性
の
被
害
者
が
多
い 

男
性
の
被
害
者
が
多
い 

様
々
な
手
口 

様
々
な
手
口 

冷
静
に
な
る 

不
用
意
に
支
払
わ
な
い 

無
視
で
き
な
い
架
空
請
求 

対
　
策 

振り込め詐欺 
主な3種類 

「
振
り
込
め
詐
欺
詐
欺（
恐
喝
恐
喝
）」 

  

事
件
事
件
の
被
害
被
害
が
急
増
中

急
増
中 

「
振
り
込
め
詐
欺（
恐
喝
）」 

  

事
件
の
被
害
が
急
増
中 

認知件数 被 害 総 額 区　　　分 

（内　　　訳） 

 「振り込め詐欺（恐喝）」事件 ４，６５６件 約４２億３，５３０万円 

 

 いわゆる「オレオレ詐欺（恐喝）」事件  １，７５４件 約２２億８，３５８万円 

 架空請求詐欺（恐喝）事件 １，２５５件 約０８億３，９０８万円 

 融資保証金詐欺事件 １，６４７件 約１１億１，２６３万円 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の 

傾
向
と
対
策 

傾
向
と
対
策 

架
空
請
求
詐
欺
の 

傾
向
と
対
策 

傾
向
と
対
策 

融
資
保
証
金
詐
欺 

傾
向
と
対
策 
傾
向
と
対
策 

困ったときのお問合せは 

新潟県消費生活センター 

　（�025-285-4196） 

又は和島村役場企画観光課 

　（�0258-74-3111） 
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5 4

藤本　市郎さん 
（桐島小学校教頭） 

若林　順子さん 
（桐島小学校教諭） 

篠原理恵子さん 
（桐島小学校教諭） 

徳留　信登さん 
（桐島小学校教諭） 

八木　大樹さん 
（桐島小学校主事） 

早川　増男さん 
（島田小学校教頭） 

安原　直規さん 
（島田小学校教諭） 

志賀　裕子さん 
（島田小学校養護教諭） 

関谷　卓也さん 
（北辰中学校教諭） 

親跡　祐子さん 
（北辰中学校教諭） 

坂井喜美代さん 
（北辰中学校主任） 

目　　誠司さん 
（島崎駐在） 

出身地は？…西山町 
村の印象は？…良寛と貞心尼の出
会いの里で勤められることが嬉し

いです。良寛の書と心にふれられ

ることを楽しみにしています。 

子供たちの印象は？…さわやかな
あいさつができる子どもたちです。 

村民の皆さんに一言！…和島のよさ
を味わう体験活動を大切にし、ふ

るさとを愛する子どもを育てていき

たいです。 

出身地は？…長岡市 
村の印象は？…村全体で、良い子に育
てようという意気込みが伝わってき
ました。ハード面でもソフト面でも
細かなところまで行き届いていると
思いました。 

子供たちの印象は？…明るくて、とて
も素直なだなあと思います。そのま
ま、まっすぐ伸びてほしいと思いま
す。 

村民の皆さんに一言！…とても学校に
協力的な地域だとうかがっています。
私も少しでも役立てるように、微力
ながら頑張りたいと思います。 

出身地は？…おとなりの寺泊町です。 
村の印象は？…豊かな自然に恵まれた
すばらしい環境だということと、大変

教育熱心なところだと思いました。 

子供たちの印象は？…人の目をしっか
り見て話す、まっすぐな瞳がとてもす

てきです。明るく話しかけてくれる人

なつこさがとてもいいなあと思います。 

村民の皆さんに一言！…明るく素直な
お子さんたちと一緒に過ごせることを

大変うれしく思っています。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

出身地は？…鹿児島県 
村の印象は？…「ほんわか」とした、
温かい雰囲気が村中から溢れていま
す。また、田園風景が素晴らしい!!
夏秋にかけて楽しみです。 

子供たちの印象は？…「明るく、元
気」、朝のあいさつは、声の大きさ、
質、共に素晴らしいです。毎朝、子
どもたちに会うのがとても楽しみで
す。 

村民の皆さんに一言！…お隣の寺泊町
よりやってきました。近いといえど、
海から田園と風景ががらりと変わり、
新たな気持ちで頑張ります。お願い
します。 

出身地は？…上越市柿崎区 
村の印象は？…前任校が小国中という
ことで山にかこまれていましたが,
和島村は田んぼが広がっていて、柿
崎を思い出させてくれました。 

子供たちの印象は？…とても元気な子
どもばかりで、赴任早々圧倒されて
います。特にあいさつが大きくて、
良いと思います。 

村民の皆さんに一言！…実家のある柿
崎に似ていて親しみを感じます。見
かけたらぜひ、「八木さん！」と声
をかけてください。 

出身地は？…和島村島崎 
村の印象は？…生まれ育った和島村に
勤務することになり、改めて、自然に
恵まれすばらしい教育環境にあるこ
とを認識しました。 
子供たちの印象は？…明るく素直で、
進んで挨拶をするなど、とても好感の
持てる子どもたちです。健やかに育っ
ているように感じています。 

村民の皆さんに一言！…たくさんの皆
様から御支援いただいたおり、ありが
たいことと思っています。一層の御理
解、御支援くださるようお願いいたし
ます。 

出身地は？…長岡市喜多町 
村の印象は？…雪の小千谷から来たこ
とあり温かくほっとしました。春がとて
も身近に感じました。これから和島村
の良さを学んでいきます。 

子供たちの印象は？…明るく素直な子
どもたちです。いっしょに勉強していく
のが楽しみです。地域と学校が一体
となってすくすく育っていると感じまし
た。 

村民の皆さんに一言！…早く学校や地
域に慣れて、自分らしさを発揮したい
と思います。分からないことだらけで
すので、いろいろ教えてください。 

出身地は？…三条市 
村の印象は？…優しく、ゆっくりと
した時が流れている感じがしまし

た。 

子供たちの印象は？…キラキラ輝く
瞳がとても印象的です。明るく元

気一杯の子どもたちに出会えてう

れしく思っています。 

村民の皆さんに一言！…はじめての
地でわからないことばかりですが、

和島の子どもたちが元気一杯すご

せるようがんばりますのでよろし

くお願いいたします。 

出身地は？…新潟市 
村の印象は？…豊かな自然に恵まれ
た村だと思いました。校舎も整美
されていて、気持ちよく生活でき
そうです。 

子供たちの印象は？ 
　○部活を頑張っている 
　○清掃がていねい 
　○礼儀正しい 
　○人前で堂々と話せる 
村民の皆さんに一言！…この度の異
動で村上市より参りました。和島
の子どもが元気に活動できるよう
に、支えていきます。どうぞよろ
しくお願いします。 

出身地は？…妙高市（旧新井市） 
村の印象は？…みなさんとても温かく
て親切にしてくださる方ばかりで、
本当に嬉しく思います。地域皆で協
力し合っていると感じました。 
子供たちの印象は？…先生方とも、と
ても親しくて、人なつこいと思いま
す。そんな中でも、礼儀を忘れない
子どもの姿を見て関心しました。 
村民の皆さんに一言！…この度、私も
和島村の一員となりました。公私共
にお世話になります。村のために一
所懸命頑張りますので、よろしくお
願いします。 

出身地は？…寺泊町 
村の印象は？…「豊かな自然と歴史・
文化を大切にしている」「施設・

設備が充実している。」と感じま

した。 

子供たちの印象は？…明るく元気な
子どもたちという印象です。進ん

で、いろいろな活動に取り組む姿

は頼もしいです。 

村民の皆さんに一言！…中学生の元
気なパワーを分けてもらいながら、

精一杯勤めさせていただきます。 

　よろしくお願いいたします。 

出身地は？…小千谷市 
これからの抱負について？…顔と名
前を早く覚えてもらい、地域の方 と々

のふれ合いを大切にし、地域の方々

と一体となって、地域安全に努めてい

きたいと思います。 

村民の皆さんに一言！…この和島村の
ために精一杯がんばっていきたいと

思いますので、家族共 よ々ろしくお願

いいたします。 
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中
学
校
生
活
へ
の
第
一
歩 
友
達
１
０
０
人
で
き
る
か
な
？ 

元
気
い
っ
ぱ
い
　
ス
タ
ー
ト
だ 

花
よ
り
蝶
々
？
お
花
見
給
食 

合
併
を
知
事
に
申
請 

和
島
に
春
を
運
ぶ
草
木
た
ち 

自
転
車
の
整
備
も
運
転
も
安
全
に 

長
岡
市
・
和
島
村
合
併
に
関
す
る
報
告
会 

 

　
山
田
榮
子
さ
ん
（
荒
巻
）
の
見
事
な

し
だ
れ
桜
の
木
が
今
年
も
満
開
の
花
を

さ
か
せ
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ

り
遅
く
、
４
月
後
半
に
見
頃
を
む
か
え

大
勢
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
３
月
後
半
、
村
岡
城
址
で
は
、

白
や
紫
の
雪
割
草
が
春
の
日
差
し
を
い
っ

ぱ
い
に
浴
び
て
、
元
気
に
咲
い
て
い
ま

し
た
。
こ
の
雪
割
草
を
ひ
と
目
見
よ
う

と
多
く
の
人
々
が
村
岡
城
址
を
訪
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
例
年
く
ら
べ
桜
前
線
の
北

上
が
遅
く
、
和
島
村
は
４
月
後
半
に
桜

が
見
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

　
草
木
が
爽
や
か
な
春
の
風
に
ゆ
れ
な

が
ら
和
島
村
に
静
か
な
春
の
訪
れ
を
知

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
６
日
（水）
、
桐

島
・
島
田
の
村
内
両
小
学
校
で
入
学
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
桐
島
小
学
校
で
は
、
真
新
し
い
洋
服

に
身
を
包
ん
だ
、
21
名
の
新
一
年
生
が

体
育
館
で
の
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。 

　
対
面
式
で
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
上
に
新
一
年
生
が
並
び
、
在

校
生
や
来
賓
、
そ
し
て
保
護
者
が
見
つ

め
る
な
か
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
後
、

新
一
年
生
一
人
ひ
と
り
に
教
科
書
が
渡

さ
れ
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
、

両
手
で
し
っ
か
り
と
こ
れ
か
ら
勉
強
す

る
教
科
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
21
名
の
新
一
年
生
た
ち
は
、
小
さ
な

目
を
き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
て
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
小
学
校
生
活
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。 

　
爽
や
か
に
晴
れ
た
４
月
６
日
（水）
、
北

辰
中
学
校
で
入
学
式
が
行
な
わ
れ
、
き

ぼ
う
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
53
名
の
新

入
生
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
体
育

館
で
の
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
新
入
生
が
点
呼
さ
れ
る

と
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
イ
ク
を
持
ち
、

「
中
学
校
で
は
勉
強
の
中
で
数
学
を
と

特
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
」
や
「
部

活
を
が
ん
ば
り
た
い
」
な
ど
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
北
辰
中
学
校
新
一
年
生
53
人
は
新
た

な
気
持
ち
で
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。 

　
３
月
29
日
（火）
、
長
岡
市
、
和
島
村
、

寺
泊
町
、
与
板
町
、
栃
尾
市
の
５
市
町

村
長
が
、
泉
田
新
潟
知
事
に
合
併
の
申

請
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
５
市
町
村
の
各
議
会
で
合
併

に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
の
も
の
で
す
。 

　
合
併
に
向
け
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
県
、
議
会
で
合
併
に
つ
い
て
の

議
案
が
可
決
さ
れ
る
と
、
県
知
事
が
合

併
を
決
定
し
、
総
務
大
臣
へ
届
け
で
ま

す
。
そ
の
後
、
総
務
大
臣
の
告
示
を
経

て
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
新
長
岡
市

が
誕
生
し
ま
す
。 

　
４
月
５
日
（火）
保
育
所
、
幼
稚
園
で
平

成
17
年
度
の
入
所
・
入
園
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
笠
原
村
長
が
「
今
日
か

ら
幼
稚
園
で
す
。
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
保
育
所
の
弟

や
妹
を
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
先
生
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
み

ん
な
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
挨

拶
し
、
子
供
た
ち
は
元
気
な
返
事
で
答

え
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
桜
の
花
は
ま
だ
ま
だ
つ
ぼ

み
の
状
態
で
し
た
が
、
保
育
所
、
幼
稚

園
は
元
気
な
子
供
た
ち
の
笑
顔
で
満
開

で
し
た
。 

　
晴
天
に
も
恵
ま
れ
た
４
月
19
日
�
、

幼
稚
園
に
お
い
て
、
お
花
見
給
食
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
桜
は
８
分
咲
き
の
状
態
で
し
た
が
、

晴
天
の
中
で
の
お
花
見
給
食
と
な
り
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
普
段
と
違
っ
た
給

食
で
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
途
中
、
春
の
陽

気
に
誘
わ
れ
た
の
か
蝶
々
も
乱
入
。
子

た
ち
は
「
あ
ー
蝶
々
だ
ー
」
指
を
さ
し

て
、
突
然
表
れ
た
蝶
々
を
う
れ
し
そ
う

な
表
情
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の

日
の
昼
は
、
幼
稚
園
の
校
庭
い
っ
ぱ
い

に
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
声
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。 

 

　
４
月
18
日
�
〜
26
日
�
の
日
程
で
長

岡
市
・
和
島
村
合
併
に
関
す
る
報
告
会

が
、
島
田
小
学
校
、
小
島
谷
集
落
セ
ン

タ
ー
、
東
保
内
集
落
セ
ン
タ
ー
、
村
田

公
会
堂
、
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
、
桐
島
小
学
校
の

全
７
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
合
併
協
議
会
報
告
書
を
使
い
説
明
が

な
さ
れ
た
後
、
参
加
住
民
と
熱
の
こ
も
っ

た
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
和
島
村
は
平
成
18
年
１
月
１
日
に
長

岡
市
に
編
入
合
併
と
な
り
ま
す
。 

　
４
月
７
日
（木）
、
北
辰
中
学
校
に
お
い

て
自
転
車
講
習
会
が
行
な
わ
れ
、
小
島

谷
駐
在
の
木
村
さ
ん
が
講
師
と
し
て
訪

れ
ま
し
た
。
最
初
に
ク
イ
ズ
を
10
分
間

で
解
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
難
し
い
自

転
車
の
交
通
法
規
問
題
で
し
た
が
、
普

段
何
気
な
く
意
識
し
て
い
る
交
通
法
規

に
つ
い
て
再
認
識
す
る
良
い
勉
強
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後

交
通
事
故
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を
見
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
和

島
村
自
転
車
組
合
に
よ
る
自
転
車
の
点

検
も
行
な
わ
れ
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
点

検
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 



生 涯 学 習 情 報  

▲ Ｊｒ．バレーボール教室 ▲ 少年（学童）野球教室 ▲ 少年剣道教室 

▲ 卓球教室 ▲ バスケットボール教室 ▲ ちびっこ体育教室 

 

　
４
月
３
日
の
少
年
野
球
教
室
を
皮
切
り
に
、
保
育
園
児
か
ら
中
学
生
を
対

象
に
し
た
上
記
教
室
が
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
が
開
講
式
を
行
い
、
指
導
者
か
ら
温
か
い
言
葉
を
頂
戴

し
、
輝
い
た
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
明
朗
活
発
な
た
く
ま
し
い

意
欲
を
持
つ
子
供
達
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

【
和
島
村
教
育
長
　
羽
鳥
　
仁
一
】 

　
自
分
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
自
は
独

自
の
存
在
と
し
て
の
自
で
あ
り
、
分
は

全
体
に
対
す
る
部
分
の
分
で
あ
る
。
私

達
は
自
分
を
知
り
、
自
分
を
尽
せ
ば
よ

い
。
だ
が
、
自
分
自
分
と
い
い
な
が
ら
、

利
己
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
た
め
、

矛
盾
や
罪
悪
が
生
じ
、
越
え
る
に
越
え

ら
れ
な
い
心
の
ハ
ー
ド
ル
を
抱
え
る
。

子
ど
も
も
成
長
過
程
で
小
な
り
と
は
い

え
同
様
で
あ
る
が
、
純
真
な
心
や
友
情

は
勇
気
を
奮
い
真
実
を
見
つ
め
る
こ
と

に
目
覚
め
や
す
い
。
後
は
、
大
人
が
ど

う
受
け
止
め
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。 

　
こ
の
映
画
を
観
た
子
ど
も
た
ち
は
正

義
や
真
の
勇
気
と
は
何
か
を
感
じ
て
く

れ
た
も
の
と
思
う
。
す
ば
ら
し
い
ア
ニ

メ
を
上
映
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
島
田
小
３
年
　
大
矢
　
梨
緒
】 

　
わ
た
し
は
、
「
ハ
ー
ド
ル
」
を
見
て

友
だ
ち
を
大
切
に
し
て
な
か
よ
く
し
な

い
と
い
け
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

あ
と
、
友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
け
ん

か
を
し
て
い
る
友
だ
ち
が

い
た
ら
、「
け
ん
か
は
、
い

け
な
い
よ
。
」
と
、
ゆ
う
気

を
だ
し
て
言
い
た
い
で
す
。 

 

【
島
田
小
４
年 

　
　
　
　
山
口
　
拓
真
】 

　
ぼ
く
は
こ
の
ハ
ー
ド
ル

を
見
て
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
レ
オ
ン
の
弟
と
友
だ
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
レ
オ
ン
を
体
育
館
の
ひ
じ
ょ

う
階
だ
ん
か
ら
落
と
し
た
、
は
ん
人
を

見
つ
け
る
所
が
、
と
く
に
感
動
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り
友
だ
ち
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
え
い
が
を
見

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

【
島
田
小
５
年
　
八
子
　
紫
月
】 

　
私
は
「
ハ
ー
ド
ル
」
を
見
た
感
想
は
、

自
分
が
万
引
な
ど
悪
い
こ
と
を
し
た
の

に
友
達
の
せ
い
に
す
る
な
ど
と
て
も
ひ

ど
い
な
ぁ
ー
と
思
い
ま
し
た
。 

　
あ
と
も
う
一
つ
大
人
に
な
っ
て
子
ど

も
の
こ
ろ
、
と
べ
な
か
っ
た
心
の
ハ
ー

ド
ル
を
と
ぶ
の
は
、
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
と
思
う
の
で
子
ど
も
の
こ
ろ
に
心

の
ハ
ー
ド
ル
を
と
び
た
い
で
す
。 

 

【
桐
島
小
６
年
　
小
黒
　
柚
依
】 

　
私
は
、
今
回
初
め
て
ハ
ー
ド
ル
を
見

ま
し
た
。
い
じ
め
は
、
い
け
な
い
事
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
私
の
ま
わ
り

に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
、

少
し
で
も
早
く
、
助
け
て
あ
げ
た
い
で

す
。
あ
と
ハ
ー
ド
ル
を
見
て
思
っ
た
事

は
、
友
達
を
大
切
に
す
る
事
で
す
。
私

は
い
じ
め
な
ど
が
な
く
、
み
ん
な
仲
良

く
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

電
話
番
号 

74
―
３
１
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

74
―
３
５
０
０ 

☆
５
月
１
日
��

☆
５
月
８
日
��

☆
５
月
15
日
��

☆
５
月
22
日
��

☆
５
月
29
日
��

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す 

　
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

J r . バレー
 

ボール教室
 

小学3～6
 

年生 女子
 

4月～3月の 

毎 週 月・ 

水・金曜日
 

PM7～9時 

村体育館・ 
中学校体育館 

少年（学童）
 

野 球 教 室
 

小 学 1 ～    
6 年 生

 

3月～10月 

毎 週 土  

日 曜
 

AM9～12時 

村野球場・
 

村 体 育 館  

少 年 剣 道
 

教 室
 

小学1年生～
 

中学3年生
 

4月～3月の 

毎 週 火・ 

金 曜 日
 

PM7:15～9時 

村 体 育 館
 

 

卓 球 教 室  

 

中 学 生  

 

4月～3月の 

毎週金曜日 

 
PM7～9時

 

村 体 育 館  

バスケット 
ボール教室

 

中学生男子 

 

4月～3月の 

毎週土曜日
 

 

PM7～9時 

村体育館・
 

中学校体育館 

ち び っ こ  
体 育 教 室

 

幼保育園児
 

 

4月～3月の
 

第 2 ・ 4  

土 曜 日
 

AM9時～11:30 

村 体 育 館  

受講 

対象 

開講 

期間 

時間 

主な 

会場 

〜
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
ハ
ー
ド
ル
」
上
映
会
〜 

　
昨
年
10
月
に
予
定
し
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
、
新
潟
県
推
奨
映
画
《
ハ
ー
ド

ル
》
の
鑑
賞
会
が
17
年
３
月
28
日
�
に
島
田
小
学
校
体
育
館
、
桐
島
小
学
校
図
書

室
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
「
い
じ
め
」

問
題
が
中
心
で
す
。
し
か
し
映
画
の
な
か
で
は
そ
の
周
囲
の
大
人
の
責
任
と
身
近

な
社
会
問
題
を
色
濃
く
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
心
の
壁
（
ハ
ー
ド
ル
）
を
乗
り
越

え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
映
画
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
和
島
村
の
社
会
教
育
活
動
の

推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
皆
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
上
小
島
谷
　
小
谷
松
映
雄 

　
中
小
島
谷
　
大
矢
　
正
和 

　
下
小
島
谷
　
日
木
　
篤
次 

　
駅
　
　
前
　
野
中
　
朗
栄 

　
下 

富 

岡
　
前
田
　
　
厚 

　
若 

野 

浦
　
狩
野
　
勝
義 

　
阿
弥
陀
瀬
　
八
子
　
久
男 

　
高
　
　
畑
　
大
矢
　
　
勝 

　
日 

野 

浦
　
佐
々
木
幸
也 

　
中
　
　
沢
　
田
村
　
光
康 

　
梅
　
　
田
　
小
林
　
一
明 

　
東 

保 

内
　
大
谷
　
和
信 

　
村
　
　
田
　
金
子
　
昭
雄 

　
城 

之 

丘
　
足
立
　
　
正 

　
両
　
　
高
　
山
口
　
　
均 

　
上
　
　
桐
　
小
川
　
秀
夫 

　
三
瀬
ケ
谷
　
加
勢
　
広
輝 

　
北
　
　
野
　
池
田
　
　
哉 

　
根 

小 

屋
　
清
野
　
繁
大 

　
荒
　
　
巻
　
清
水
　
義
仁 

　
新
　
　
田
　
早
川
　
善
弘 

　
中
　
　
央
　
本
間
　
　
学 

　
下 

町 

上
　
安
達
　
義
一 

　
下 

町 

下
　
早
川
　
広
久 

　
川
　
　
端
　
小
林
　
　
剛 

　
道 

城 

下
　
山
田
　
達
夫 

　
法 

善 

町
　
早
川
　
　
力 

　
寺
　
　
町
　
近
藤
　
勇
司 

　
小
　
　
谷
　
小
越
　
準
一 

　
４
月
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
好
評
の
〝
17
年
度
村

民
カ
レ
ン
ダ
ー
〞
。「
も
う
１

冊
ほ
し
い
」「
写
真
が
た
く
さ

ん
で
、
記
念
に
欲
し
い
」「
和

島
村
の
記
念
と
し
て
欲
し
い
」

「
子
ど
も
が
の
っ
て
い
る
の
で
ほ

し
い
」
等
々
。 

　
ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
申
し
出
下
さ
い
。

数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

記
念
に
!!
 

村 

民 カ 

レ 

ン 

ダ 

ー 
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●
保
証
人
が
過
大
な
責
任
を
負
い
が
ち

な
根
保
証
契
約 

　
「
保
証
契
約
」
と
は
、
債
務
者
と
同

じ
立
場
で
返
済
責
任
を
負
う
「
保
証
人
」

を
必
要
と
す
る
契
約
で
す
。
こ
の
中
で

も
、
中
小
企
業
の
融
資
で
特
に
多
用
さ

れ
て
き
た
の
が
「
根
保
証
契
約
」
で
す
。

契
約
後
に
債
務
者
が
さ
ら
に
お
金
を
借

り
た
と
し
て
も
、
債
権
者
は
保
証
人
と

再
び
保
証
契
約
を
結
ぶ
必
要
は
な
く
、

保
証
人
に
債
務
が
増
え
た
こ
と
を
報
告

す
る
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
中
小
企
業
で
は
、
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
際
、
経
営
者
本
人
や
そ
の

家
族
、
知
人
な
ど
の
個
人
が
保
証
人
と

な
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
万
一
会

社
が
倒
産
し
た
場
合
に
は
、
保
証
人
と

な
っ
た
個
人
が
、
返
済
責
任
を
課
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
根
保
証

契
約
で
は
、
金
額
や
期
間
の
制
限
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
く
、
保
証

人
に
重
い
返
済
の
責
任
が
課
せ
ら
れ
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

●
保
証
契
約
の
保
証
人
を
保
護
す
る
四

つ
の
措
置 

　
今
回
の
民
法
改
正
で
は
、
こ
う
し
た

保
証
契
約
に
お
け
る
保
証
人
の
過
大
な

責
任
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
証
人
が
負

担
す
る
責
任
を
予
測
可
能
な
範
囲
に
限

定
す
る
な
ど
、
保
証
契
約
の
適
正
化
を

図
る
３
つ
の
措
置
を
講
じ
ま
す 

     

　
根
保
証
契
約
を
は
じ
め
と
す
る
保
証

契
約
は
、
書
面
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
）

で
行
わ
な
け
れ
ば
無
効 

（
改
正
前
） 

口
頭
で
の
約
束
も
有
効 

　
　
　
　
　
　
　
← 

（
改
正
後
）
口
頭
で
の
約
束
は
無
効
。 

　
　
　
　
　
書
面
で
の
契
約
が
必
要 

  

　
保
証
人
が
根
保
証
を
す
る
金
額
に
は
、

必
ず
上
限
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

（
改
正
前
）
保
証
人
が
債
務
者
の
借
入

れ
を
い
く
ら
で
も
保
証
す

る
契
約
も
有
効 

　
　
　
　
　
　
　
← 

（
改
正
後
）
保
証
す
る
金
額
の
上
限
を

定
め
て
い
な
い
契
約
は
無

効
。
保
証
す
る
金
額
の
上

限
を
契
約
で
定
め
、
保
証

人
は
そ
の
範
囲
内
で
保
証 

  

　
保
証
人
が
根
保
証
を
す
る
債
務
は
一

定
の
期
間
内
に
発
生
し
た
も
の
に
限
ら

れ
る 

（
改
正
前
）
保
証
人
が
無
期
限
で
保
証

す
る
契
約
も
有
効 

　
　
　
　
　
　
　
← 

（
改
正
後
）
保
証
人
は
契
約
で
定
め
ら

れ
た
５
年
以
内
の
期
間
（
定

め
が
な
い
と
き
は
３
年
間
）

に
発
生
し
た
債
務
の
み
を

保
証 

  

　
国
民
生
活
に
身
近
な
法
律
で
あ
る
民

法
。
今
回
の
民
法
改
正
で
は
、
民
法
を

国
民
に
理
解
し
や
す
い
も
の
と
す
る
た

め
、
そ
の
文
体
や
用
語
の
現
代
語
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
民
法
を
親
し

み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

平
仮
名
・
口
語
体
の
文
体
に
改
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
代
で
は
用
い
ら

れ
て
い
な
い
用
語
は
、
分
か
り
や
す
い

平
易
な
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
　 

 

   
（
基
本
原
則
　
第
一
条
） 

（
現
　
行
）
私
権
ハ
公
共
ノ
福
祉
ニ
遵
フ 

　
　
　
　
　
　
　
← 

（
改
正
案
）
私
権
は
、
公
共
の
福
祉
に

適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償 

　
第
七
百
九
条
） 

（
現
　
行
）
故
意
又
ハ
過
失
ニ
因
リ
テ

他
人
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ

ル
者
ハ
之
ニ
因
リ
テ
生
シ

タ
ル
損
害
ヲ
賠
償
ス
ル
責

任
ニ
任
ス 

　
　
　
　
　
　
　
← 

（
改
正
案
）
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て

他
人
の
権
利
又
は
法
律
上

保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害

し
た
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す

る
責
任
を
負
う
。 

   

　
現
代
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
用
語

を
、平
易
な
も
の
に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。 

（
例
） 

◎
疆
界
（
き
ょ
う
か
い
）
↓
境
界 

◎
囲
繞
地
（
い
に
ょ
う
ち
）
↓
そ
の
土

地
を
囲
ん
で
い
る
他
の
土
地 

◎
溝
渠
（
こ
う
き
ょ
）
↓
溝
、
堀 

◎
僕
婢
（
ぼ
く
ひ
）
↓
家
事
使
用
人 

◎
薪
炭
油
（
し
ん
た
ん
ゆ
）
↓
燃
料
及

び
電
気 

〜
「
保
証
契
約
の
適
正
化
」
と
「
民
法
の
現
代
語
化
」
〜 

知
っ
て
お
き
た
い 

　
家
族
関
係
や
近
隣
関
係
、日
常
の
買
い
物
な
ど
の
売
買
や
借
金
の
返
済
、交
通

事
故
の
示
談
に
至
る
ま
で
、民
法
は
、私
た
ち
の
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
お
け
る
権
利
義
務
関
係
を
規
定
し
た
法
律
で
す
。
平
成
１６
年
１２
月
に
こ
の
民

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、平
成
１７
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
民
法

改
正
は
、融
資
に
お
け
る
「
保
証
契
約
の
適
正
化
」
と
、民
法
を
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
の
「
民
法
の
現
代
語
化
」
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
① 

保
証
契
約
の
適
正
化 

保
証
契
約
適
正
化
の
新
ル
ー
ル 

新
ル
ー
ル
① 

新
ル
ー
ル
② 

新
ル
ー
ル
③ 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
② 

民
法
条
文
の
現
代
語
化 

民
法
条
文
の
現
代
語
化
の
例 

用
語
の
平
易
化
の
例 
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▲ たくさん友達ができました 

▲ リズムをあわせて 

▲ 海の中でもVサイン 

 
　
昨
年
、
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
和

島
村
の
子
供
た
ち
に
「
１
人
で
も
多
く

の
友
だ
ち
が
で
き
、
元
気
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
よ
り
「
小
笠

原
体
験
ク
ル
ー
ズ
」
招
待
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
12
名
の
小
学
生
が
参
加
し
、
多
く
の

友
だ
ち
と
感
動
、
思
い
出
を
持
ち
帰
り
、

一
回
り
成
長
し
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
「
小
笠
原
体
験
ク
ル
ー
ズ
」
は
、
全

国
の
青
少
年
を
対
象
に
、
海
洋
性
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
諸
活

動
を
通
じ
て
、
海
象
知
識
の
向
上
及
び

海
事
思
想
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

団
体
生
活
を
通
じ
て
社
会
性
を
学
ば
せ
、

豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

     

　
ぼ
く
た
ち
は
被
災
地
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
ク
ル
ー
ズ
に
招
待
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
船
は
ふ
じ
丸
と
い
っ
て
２
万
３
２
３

５
ト
ン
あ
り
地
下
１
階
地
上
８
階
の
９

階
建
て
の
超
大
型
船
で
し
た
。 

　
ぼ
く
た
ち
は
、
こ
の
船
の
中
で
、
海

の
環
境
の
大
切
さ
や
海
洋
観
察
、
あ
る

い
は
ま
た
、
洋
上
星
空
観
察
な
ど
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
寄
港
地
「
小

笠
原
」
で
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
歴
史
自
然
観
察
や
小
笠
原
の
生
活

に
つ
い
て
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
船
が
大
き
い
の
で
そ
ん
な
に
ゆ
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
け
っ
こ
う

ゆ
れ
て
多
く
の
人
が
船
よ
い
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
み
ん
な

な
れ
ま
し
た
。 

　
島
は
温
か
い
の
で
果
物
や
め
ず
ら
し

い
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

　
た
と
え
ば
、
た
こ
の
木
が
あ
っ
て
、

緑
色
の
た
こ
み
た
い
な
実
が
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
こ
の
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
す

る
の
が
と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
み

ん
な
や
さ
し
く
し
て
く
れ
た
の
で
、
自

分
も
友
達
が
船
よ
い
で
苦
し
ん
で
い
る

時
は
げ
ま
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
や
さ
し
い
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
ク
ル
ー

ズ
に
参
加
し
た
こ
と
を
僕
は
絶
対
忘
れ

ま
せ
ん
。 

　
僕
達
を
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
村
内
の
道
路
、
山
野
を
歩
き
、
心
身

の
鍛
練
を
図
る
と
と
も
に
、
親
子
・
村

民
の
交
流
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
再
発
見

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

☆
主
　
催
／
和
島
村
公
民
館 

☆
時
　
間 

　
５
月
15
日
� 

　
集
合
時
間
　
午
前
８
時
30
分
ま
で 

　
　
　
　
　
　
（
時
間
厳
守
） 

　
【
雨
天
の
場
合
は
中
止
】 

☆
集
合
場
所 

「
北
辰
中
学
校
」
で
午
前
８
時
10
分

か
ら
受
付
開
始 

☆
日
　
程 

　
９
時
出
発
　 

▼
良
寛
の
里
・
山
田
郷
内 

▼
落
水
海
岸 

▼
「
北
辰
中
学
校
」
着
・
解
散 

　
（
午
後
３
時
頃
） 

☆
持
ち
物 

昼
食
（
お
に
ぎ
り
）
、
お
わ
ん
、

お
や
つ
、
は
し
、
す
い
と
う
、
し

き
も
の
、
軍
手
、
雨
具
な
ど 

☆
お
申
込
み
期
限
　
　
　 

　
５
月
９
日
� 

※
小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
、
５
年
生
以
上
の
児
童
・
生
徒

は
保
護
者
の
同
意
を
得
て
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。 

☆
お
申
込
先 

　
教
育
委
員
会
（
公
民
館
）
へ
。 

　
４
月
５
日
�
小
体
育
館
に
お
い
て
、

わ
し
ま
太
鼓
教
室
が
開
講
し
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
10
名
の
受
講
生

が
１
人
１
人
自
分
の
バ
チ
を
も
っ
て
集

ま
り
ま
し
た
。 

　
講
師
竹
澤
和
寿
さ
ん
指
導
の
も
と
、

バ
チ
の
持
ち
方
や
太
鼓
を
叩
く
時
の
姿

勢
を
学
び
、
実
際
に
太
鼓
を
叩
い
て
み

ま
し
た
。
徐
々
に
太
鼓
を
叩
く
音
が
速

ま
る
に
つ
れ
、
体
育
館
中
に
そ
の
音
は

鳴
り
響
き
、
高
々
と
バ
チ
を
振
り
上
げ

る
受
講
生
の
姿
と
合
わ
さ
り
１
回
目
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
と
て
も
勇
ま
し
い

も
の
で
し
た
。
練
習
後
は
、
ま
だ
肌
寒

い
季
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん

軽
く
汗
を
流
し
、
と
て
も
清
々
し
い
様

子
で
し
た
。 

島
田
小
学
校
6
年
　
小
林
　
尚
広 

◎
３
月
26
日
…
結
団
式
／
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

◎
３
月
27
日 

　
海
洋
観
察
／
講
演
・
講
話 

◎
３
月
28
日
…
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
／
自
然
学
習 

◎
３
月
29
日
…
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
／
自
然
学
習 

◎
３
月
30
日
…
船
長
さ
ん
の
お
話
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動 

◎
３
月
31
日
　 

　
解
団
式
／
帰
港
・
下
船 

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ
日
程 

み
ん
な
で
行
こ
う 

　
ト
リ
ム
ハ
イ
キ
ン
グ 

み
ん
な
で
行
こ
う 

　
ト
リ
ム
ハ
イ
キ
ン
グ 
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《
７
月
４
日
》 

�
子
宮
癌
20
歳
〜 

�
乳
癌
40
歳
〜 

《
６
月
７･

８
日 

《
８
月
２３･

２４･

２５
日
》 

�
対
象
40
歳
〜 

　
肺
癌
検
診
は
胸
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
と
痰
の
検
査

（
喀
痰
細
胞
診
）に
よ
り
行

わ
れ
ま
す
。 

《
９
月
２０･

２１
日 

《
１０
月
４･

５･

６
日
》 

�
対
象
40
歳
〜 

　
大
腸
癌
検
診
は
便
を
と
る

だ
け
の
簡
単
検
査
で
す
。 

★
動
物
性
脂
肪
、た
ん
ぱ
く

質
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
！ 

★
野
菜
を
多
く
た
べ
ま
し
ょ
う 

　和島村では子供たちから、外国の一般家庭に滞在
し生活をともにすることで、互いに文化風習の違い
を理解し国際感覚を養ってもらうことを目的に、下記
により和島村国際交流事業「タヒチホームステイ」
の参加者を募集します。 
■交 流 先…フランス領ポリネシア・タヒチ 
■交流方法…現地一般家庭でホームステイを体験 
■対　　象…村内在住の小学生（4年生以上） 
　　　　　　中学生及び高校生 
■日　　程…7月29日（金）～8月8日（月） 
■募集人員…9名（定員になりしだい締め切ります） 
■申込期間…5月9日（月）～18日（水） 
■申 込 先…小中学生は各学校へ、高校生は役場
　　　　　　企画観光課へお申込ください。 
◎詳しくは、役場企画観光課・国際交流担当へ 
　　　　　　　　　�７４－３１１１　内線２２２ 

　村民の一人として、そして村を守る一員として 
あなたの力を消防団へお願いします。 

 階　　級 氏　　　名 住所地区名 

 団　　　長 小　林　久　史 両　　高 

 副　団　長 加　　　真　人 三瀬ヶ谷 

 分団長・訓練 中　島　紳　雄 黒　　坂 

 分団長・技術 中　野　和　文 両　　高 

 分団長・予防 谷　川　清　孝 両　　高 

 副分団長・副任 中　村　涼　一 荒　　巻 

 副分団長・副任 白　倉　拓　也 島　　崎 

 副分団長・副任 佐々木　　　巌 小 島 谷 

 副分団長・副任 佐々木　幸　也 日 野 浦 

 副分団長・副任 池　内　　　明 両　　高 

 第１分団長 中　村　義　久 上　　桐 

 　副分団長 丸　山　茂　久 北　　野 

 第２分団長 河　上　信　栄 島　　崎 

 　副分団長 近　藤　　　武 島　　崎 

 第３分団長 早　川　宗　成 小 島 谷 

 　副分団長 平　澤　隆　之 小 島 谷 

 第４分団長 久　住　武　士 日 野 浦 

 　副分団長 樋　浦　　　剛 高　　畑 

 第５分団長 足　立　　　正 城 之 丘 

 　副分団長 小　林　和　彦 両　　高 

《
６
月
７･

８
日
》 

《
検
査
項
目
》 

�
対
象
18
歳
〜 

　
尿
検
査
・
身
体
測
定
・
血

液
検
査
・
血
糖
検
査
・
心
電

図
・
眼
底
検
査
・
肺
癌
検
査
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
節

目
者
の
み
） 

平成17年度 
和島村の検診 

◎
与
板
地
区
精
神
保
健
福
祉
相
談
会 

■
日
　
時 

　
５
月
27
日
（金） 
　
７
月
20
日
（水） 

　
９
月
28
日
（水） 
　 
11
月
18
日
（金） 

　
平
成
18
年 

　
１
月
13
日
（金） 
　
３
月
10
日
（金） 

■
場
　
所
／
与
板
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
相
談
担
当
者 

　
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
丸
山
医
師 

◎
精
神
保
健
福
祉
相
談
会 

■
日
　
程 

　
５
月
16
日
（月）
　
６
月
20
日
（月） 

　
７
月
11
日
（月）
　
８
月
８
日
（月） 

　
９
月
26
日
（月）
　
10
月
17
日
（月） 
　
11
月
21
日
（月）
　
12
月
19
日
（月） 
　
平
成
18
年 

　
１
月
16
日
（月）
　
２
月
20
日
（月） 

　
３
月
20
日
（月） 

■
時
　
間
／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

■
会
　
場 

　
長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部 

■
担
当
医
師 

　
長
岡
保
養
園
　
角
田
典
穂
医
師 

■
お
申
込
み 

　
両
相
談
会
と
も
役
場
住
民
課
保
健
師

ま
で
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

　
４
月
６
日
（水） 
〜
４
月
15
日
（金） 
ま
で
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。 

　
和
島
村
で
も
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ

ん
や
駐
在
が
小
中
学
校
通
学
路
の
危
険

箇
所
に
立
ち
、
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。
６
日
（水） 
に
は
桐
島
小
学
校
前
の

交
差
点
で
村
長
が
街
頭
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
。
今
年
の
歩
行
者
・
自
転
車
利

用
者
向
け
標
語
は
「
や
り
ま
せ
ん
　
と

び
出
し
　
手
ば
な
し
　
二
人
乗
り
」
で

す
。
安
全
に
十
分
注
意
し
て
運
転
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
さ
わ
や
か
な
春
の
日
差
し
が
さ
し
こ

み
気
温
も
上
が
っ
た
、
４
月
９
日
（土） 
、

和
島
村
交
通
全
協
会
が
施
設
点
検
を
お

な
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
毎
年
、
春
の
交
通
安
全
運
動

に
合
わ
せ
て
こ
の
時
期
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
施
設
点
検
で
は
、
和
島
村
の
全

て
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
な
っ

た
り
、
標
識
の
確
認
、
交
差
点
の
危
険

な
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
た
り
と
皆
さ
ん
の

交
通
安
全
を
支
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
安
全
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。 

う
つ
病
シ
リ
ー
ズ
① 【

今
月
の
テ
ー
マ
】
和
島
村
は
自
殺
予
防
に
取
り
組
み
ま
す 

和島村の課題 

行政の取り組み 

15歳～65歳の自殺率が県内5番目に高い 15歳～65歳の自殺率が県内5番目に高い 15歳～65歳の自殺率が県内5番目に高い 
（Ｈ4～Ｈ14）（人口10万人あたり） 

中高年層の自殺が多くを占めています 

自殺者の9割の方の背景には、 
うつ病･軽症うつ病が隠れています 
自殺者の9割の方の背景には、 
うつ病･軽症うつ病が隠れています 

①うつ病について、住民の皆さんに広く知っていただけるよう普及啓発をします。 
　5月号より｢うつ病の知識｣等を広報に掲載しますので、ご覧下さい。 
②6月の基本検診では、こころの検診（18歳～64歳）を実施します。 
※ ｢こころの元気度調べ｣を検診案内と一緒に送付いたしますので、記入して当日お持ち
ください。 

※ 検診当日は、こころの専門相談員が従事します。 

～住民の皆さんと共に、うつ病･自殺予防に取り組んでいきたいと思います～ 

●こころの健康相談いつでもお受けします。住民課・保健師までご連絡を。● 

意
識
を
高
め
て
自
己
防
止 

意
識
を
高
め
て
自
己
防
止 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
春
の
交
通
安
全
運
動 
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○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

5月の救急診療のご案内 

■休日救急当番医表�

Ｑ
　
入
れ
歯
を
入
れ
た
の
で
す
が
、

痛
く
て
噛
め
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
す
か
。 

 

Ａ
　
入
れ
歯
の
噛
む
力
は
、粘
膜
を

会
し
て
顎
の
骨
が
負
担
す
る
の
で
す

が
、入
れ
歯
の
型
を
と
っ
た
時
よ
り

も
噛
む
力
の
方
が
大
き
い
と
、負
担

が
過
重
に
な
っ
て
、粘
膜
の
薄
い
部

分
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
痛
い
か
ら
と
い
っ
て
、無
理
に
我

慢
を
し
た
り
、自
分
で
入
れ
歯
を
削
っ

た
り
す
る
と
、症
状
が
か
え
っ
て
悪

化
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
歯

科
医
院
で
は
、強
く
あ
た
る
と
こ
ろ

を
削
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、全

体
の
か
み
合
わ
せ
や
、歯
肉
の
状
態

を
見
な
が
ら
調
整
し
ま
す
の
で
、早

め
に
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、痛
い
か
ら
と
い
っ
て
、入
れ

ば
を
入
れ
ず
に
長
期
間
放
置
し
て

お
く
と
、顎
の
形
と
入
れ
歯
の
ず
れ

が
大
き
く
な
っ
て
、ま
す
ま
す
合
わ

な
く
な
り
、二
度
と
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

5月の納税・納入 
軽 自 動 車 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

5月 

水 木 金 土 火 月 日 

 1 2 3 4 5 6 7 

 8 9 10 11 12 13 14 

 15 16 17 18 19 20 21 

 22 23 24 25 26 27 28 

 29 30 31

『栃尾てまりまつり』 

◆期　日／５月１日（日）～５月５日（木） 
◆会　場／栃尾市文化センター 
◆内　容／昔ながらの伝統柄や創作模様のてまり３千

個を一堂に集めて展示・即売。また、てま
りの製作実演・体験会もあります。 

◆問合せ／栃尾市観光協会（� 51－1195） 

栃尾市 

『ばらまつり』 

◆期　日／５月28日（土）～６月12日（日） 
◆会　場／国営越後丘陵公園 
◆内　容／香り豊なバラが豪華に咲き誇るシーズンに、

バラを愛でながら楽しめる様々なイベント
を開催いたします。 

◆問合せ／越後公園管理センター（� 47－8001） 

長岡市 

『置き炭展』 

◆期　日／５月28日（土）～６月12日（日） 
◆会　場／道の駅Ｒ290とちお 
◆内　容／おしゃれなインテリアとしてだけでなくお

部屋の空気清浄・マイナスイオンなど様々
な効果のある置き炭を展示します。 

◆問合せ／栃尾市観光協会（� 51－1195） 

栃尾市 

場所：子育て支援センター「にこにこルーム」（和島幼稚園内） 
時間：午前9時30分から午後3時（お好きな時間帯に遊びに来て

ください。） 
※歌・手遊び・紙芝居などは曜日に関係なく毎日行っています。 
○お問合せ：和島保育所（�74－3078） 

4日 

11日 

○今月のわくわくデー（水曜日） 
お休み 

新聞紙であそぼう 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

○曜日別メニュー 
リズム遊び 

みんなで遊ぼう 

わくわくデー 

体を動かそう 

作って遊ぼう 

18日 

25日 

予防接種について（保健師） 

誕生会・発育測定 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科 
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

区　　分 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

０３日��

０４日��

０５日��

０１日��

０８日��

１５日��
２２日��

２９日��

丸 岡 医 院  
トマトレディスクリニック 
セ ント ポ ー リ ア  
ウィメンズクリニック 
明 石 医 院  
小 林 真 紀 子  
レディースクリニック 
丸 岡 医 院  
トマトレディスクリニック 
セ ント ポ ー リ ア  
ウィメンズクリニック 

長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  
 
長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  
 
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262

セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  
小林真紀子レディースクリニック 

�21－0800 
�39－7111 
�39－2422 
�27－7755

午前10時～午後５時 

15 14

今 月 の テ ー マ 

ペイオフ解禁拡大 

　
預
金
保
険
制
度
の
改
定
に
よ
り
、
平
成

17
年
４
月
か
ら
、
現
在
全
額
保
護
さ
れ
て

い
る
普
通
預
金
の
一
部
な
ど
が
、
定
期
預

金
な
ど
と
同
様
に
、
一
つ
の
金
融
機
関
ご

と
に
一
人
当
た
り
元
本
１
千
万
円
ま
で
と

そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
１
千
万
円
を
超
え
る
部
分
で

あ
っ
て
も
破
た
ん
し
た
金
融
機
関
の
財
産

の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
（
一
部

カ
ッ
ト
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）。 

  

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
の
ペ
イ
オ
フ

解
禁
拡
大
に
よ
り
、
新
た
に
ペ
イ
オ

フ
の
対
象
と
な
る
の
る
の
は
ど
の
よ
う
な

預
金
で
し
ょ
う
か 

 

　
平
成
17
年
４
月
以
降
、
ペ
イ
オ
フ

解
禁
拡
大
さ
れ
る
預
金
は
、
利
息
の

つ
く
普
通
預
金
と
別
段
預
金
（
振
込
資
金

な
ど
の
一
時
的
な
管
理
を
行
う
た
め
の
預

金
）
で
す
。
定
期
積
金
、
定
期
預
金
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
定
期
性
預
金
は
、
平
成
14
年

４
月
よ
り
す
で
に
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
外
貨
預
金
、
譲
渡
性

預
金
な
ど
の
金
融
商
品
は
、
預
金
保
護
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

  

ペ
イ
オ
フ
解
禁
拡
大
後
も
全
額
保
護

さ
れ
る
決
済
用
預
金
。
そ
の
要
件
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
決
済
用
預
金
は
、
平
成
17
年
４
月

以
降
も
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
は
、 

①
利
息
が
付
か
な
い
こ
と
（
無
利
息
） 

②
い
つ
で
も
払
戻
し
請
求
で
き
る
も
の 

　
（
要
求
払
い
） 

③
振
込
み
な
ど
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
公
共

料
金
の
引
落
と
し
、
給
与
振
替
え
な
ど
）

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
と
い

う
三
つ
の
要
件
を
満
た
す
預
金
で
す
。 

  

　
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
、

一
つ
の
金
融
機
関
に
複
数
の
口
座
（
預

金
）
を
持
っ
て
い
る
同
一
の
預
金
者
の
預

金
を
合
算
さ
せ
る
「
名
寄
せ
」
と
い
う
作

業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
名
寄
せ
と
は
、
預
金
の
保
護
範
囲

が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
１
預

金
者
に
よ
る
１
金
融
機
関
の
複
数
口
座
の

預
金
を
合
算
す
る
こ
と
で
す
。
１
預
金
者

が
一
つ
の
銀
行
に
普
通
預
金
（
有
利
子
）

と
定
期
預
金
を
有
す
る
場
合
は
、
両
方
を

合
算
し
た
も
の
の
う
ち
、
１
千
万
円
お
よ

び
そ
の
利
息
が
預
金
保
護
の
対
象
で
す
。 

　
家
族
名
義
の
預
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

夫
婦
や
親
子
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
人
格
を
有

す
る
主
体
で
あ
る
た
め
、
名
義
人
が
異
な

れ
ば
別
の
預
金
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
家
族
の
名
義
を
借
り
た
に
過
ぎ

な
い
預
金
な
ど
は
、
他
人
名
義
預
金
と
し

て
保
険
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

　
個
人
事
業
者
の
場
合
、
事
業
用
預
金
と

個
人
預
金
を
分
け
て
い
て
も
、
１
預
金
者

の
扱
い
に
な
り
、
合
算
さ
れ
ま
す
。 

   

　
預
金
保
険
制
度
の
対
象
と
な
る
金

融
機
関
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
預
金
保
険
制
度
の
対
象
と
な
る

金
融
機
関
は
、
日
本
に
本
店
の
あ

る
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働

金
庫
、
信
金
中
央
金
庫
、
全
国
信
用
協
同

組
合
連
合
会
、
労
働
金
庫
連
合
会
で
す
。

前
記
金
融
機
関
の
海
外
支
店
、
政
府
系
金

融
機
関
、
外
国
銀
行
の
在
日
支
店
は
預
金

保
険
制
度
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

＊
農
協
、
漁
協
、
水
産
加
工
協
な
ど
の
系

統
金
融
機
関
は
、
別
途
、
農
水
産
業

協
同
組
合
貯
金
保
険
制
度
に
加
入
し

て
い
ま
す
。 

・
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構 

　
（
�
03
―
３
２
８
５
―
１
２
７
２
） 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　 

　http://w
w
w
.sic.or.jp/ 

　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

　
Ｙ
さ
ん
は
、
現
在
、
金
融
機
関
Ａ

に
定
期
預
金
１
千
万
円
、
金
融
機
関

Ｂ
に
決
済
用
預
金
１
千
万
円
、
普
通
預
金

（
有
利
子
）
２
百
万
円
を
預
け
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
預
金
の
う
ち
、
保
護
さ
れ

る
の
金
額
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。 

 

　
預
金
保
険
制
度
に
よ
り
定
額
保
護

さ
れ
る
の
は
、
１
金
融
機
関
に
預
金

者
一
人
あ
た
り
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ

の
元
本
に
か
か
る
利
息
な
ど
で
す
。
一
つ

の
金
融
機
関
の
複
数
の
支
店
に
同
一
名
義

の
口
座
が
あ
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
名
寄

せ
し
た
あ
と
に
、
保
護
さ
れ
る
預
金
元
本

の
額
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
設
問
の
場
合
、
金
融
機
関
Ａ
の
定

期
預
金
１
千
万
円
は
、
保
護
範
囲
な
の
で

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
Ｂ
は
、

決
済
用
預
金
１
千
万
と
普
通
預
金
２
百
万

を
合
計
す
る
と
１
千
２
百
万
と
な
り
ま
す

が
、
決
済
用
預
金
は
全
額
保
護
さ
れ
る
の

で
、
普
通
預
金
の
２
百
万
円
を
合
わ
せ
て

全
額
保
護
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

■
お
問
合
せ 

　
関
東
財
務
局
　 

　
（
�
０
４
８
―
６
０
０
―
１
１
４
６
） 



改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が 

施
行
さ
れ
ま
し
た 

式
服
の
処
分
に
つ
い
て 

消
費
者
月
間 

　
　
　
　
記
念
講
演
会 

自
動
車
税
の
納
期
限
は 

　
　
　
５
月
31
日
で
す 

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は 

　
　
　
　
５
月
31
日
で
す 

自
動
車
税
の
臨
時
納
税 

　
　
窓
口
を
開
設
し
ま
す 

平
成
17
年
度 

　
　
　
　
調
理
師
試
験 

中
越
大
震
災
被
災
者
に 

　
対
す
る
公
共
職
業
訓
練
支
援 

早川公男さんが 
行政相談員に委嘱されました 
　この度島崎地区の早
川公男さんが総務大臣
より行政嘱託員を委嘱
されました。相談は無
料で秘密は固く守られ
ますので、お気軽にご
相談ください。 

＜行政相談員とは＞ 
　行政相談員は、国の仕事、国が県や市町
村に委ねている仕事について、「こしたら
どうか」「どうして？」「どうなっている
んだろう」「納得できない」…など、住民
のみなさまからの意見や要望・疑問や苦情
を受けてその相談に応じ、国や関係機関に
必要な連絡を行なうなど、疑問に答え、苦
情の解決に努めることを役割としています。
行政相談員は皆さんと行政の橋渡しを役割
とする身近な相談相手です。お気軽にご相
談ください。 

早川公男さん（島崎）�74－2819

お
詫
び
と
訂
正 

　
広
報
４
月
号
９
ペ
ー
ジ
教
職
員

の
名
簿
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し
訂
正
い
た

し
ま
す
。 

【
教
職
員
名
簿
】 

　
正
　
早
川
増
男 

　
誤
　
早
川
増
雄 

◎てまりづくり実演・販売・体験会 
■期日　5月2日�・3日（火・祝） 
■時間　午前10時～ 
　　　　午後3時まで 
■場所　良寛の里観光物産館 
■入場　無料　 
　【体験教室は 
　　700円（教材費）】 
　　　　　　 
◎良寛の里　春の茶会 
■期日　5月22日� 
■時間　午前9時30分～ 
　　　　午後4時 
■料金　一席300円 
（茶席券は良寛の里美術館
でお求めください） 

☆お問合せ 
　和島村役場企画観光課 
　（�74－3111） 

   

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
税
通

書
が
届
い
た
ら
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

　
納
税
通
知
書
は
５
月
10
日
に
発
送
い

た
し
ま
す
。 

■
納
税
義
務
者 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
自
動
車

の
所
有
者
（
た
だ
し
、
所
有
権
保
留
付

の
場
合
は
使
用
者
で
す
。
） 

■
納
付
場
所 

　
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農

業
協
同
組
合
、
労
働
金
庫
、
県
内
郵
便

局
、
地
域
振
興
局
県
税
部
、
県
税
事
務
所 

■
お
問
合
せ
先 

　
長
岡
地
域
振
興
局
　
県
税
部
収
税
課 

　
（
�
38
―
２
５
１
０
） 

    

■
納
税
義
務
者 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
自
動
車

の
所
有
者
（
た
だ
し
、
所
有
権
留
保
付

の
場
合
は
使
用
者
で
す
。
） 

■
納
期
限 

　
平
成
17
年
５
月
31
日 

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
５
月
31

日
に
引
落
し
と
な
り
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
　
総
務
課
　
税
務
係 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

 

   

　
納
税
者
の
利
便
性
と
納
期
限
内
収
納

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
動
車
税
の

臨
時
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

■
開
設
日
時 

　
５
月
28
日
�
　
29
日
� 

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

■
開
設
場
所 

　
地
域
振
興
局
県
税
部
及
び
県
税
事
務
所 

■
お
願
い 

・
お
越
し
の
際
は
、
納
税
通
知
書
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

・
軽
自
動
車
税
は
市
町
村
の
税
金
で
す
。 

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
に
関
し
て
は
、

和
島
村
役
場
総
務
課
税
務
係
ま
で
。 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

    

■
試
験
日
時 

　
平
成
17
年
７
月
13
日
� 

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
30
分 

■
受
験
願
書
配
布 

　
各
保
健
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
新
潟
市
保
健
所
を
除
く
保
健
所
は
健

康
福
祉
（
環
境
）
事
務
所
に
併
置
さ
れ

て
い
ま
す
。 

■
受
験
願
書
の
提
出
期
間 

　
５
月
16
日
�
〜
５
月
23
日
� 

■
受
験
願
書
の
提
出
場
所 

　
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
等 

（
県
外
居
住
者
は
新
潟
県
福
祉
保

健
部
健
康
対
策
課
） 

■
試
験
地 

　
長
岡
市 

〔
三
条
、
長
岡
及
び
柏
崎
各
保
健

所
管
内
居
住
者
〕 

■
お
問
合
せ 

　
各
保
健
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い 

　
◎
長
岡
保
健
所 

　
（
�
33
―
４
９
３
０
） 

    

　
こ
の
度
、
中
越
大
震
災
に
よ
る
離
職

者
・
廃
業
者
対
策
、
又
被
災
地
域
の
雇

用
情
勢
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
被

災
者
に
係
る
公
共
職
業
訓
練
の
受
講
支

援
（
訓
練
手
当
の
支
給
）
を
拡
大
し
て

実
施
し
ま
す
。
（
通
常
、
障
害
者
や
母

子
家
庭
の
母
等
に
限
ら
れ
て
い
る
対
象

を
、
被
災
に
対
し
特
例
的
に
拡
大
す
る

も
の
で
す
。
） 

■
制
度
の
内
容 

　
職
業
が
困
難
な
被
災
者
の
公
共
職
業

訓
練
の
受
講
を
支
援
す
る
た
め
、
訓
練

受
講
期
間
中
、
『
訓
練
手
当
を
支
給
す

る
』
制
度
で
す
。 

　
訓
練
期
間
中
の
生
活
を
保
障
す
る
た

め
、
平
均
月
額
11
〜
13
万
程
度
が
支
給

さ
れ
ま
す
。 

■
対
象
者 

　
就
業
が
困
難
な
被
災
者
の
方
が
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
指
示
に
よ
り
公
共
職
業

訓
練
を
受
講
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。 

　
対
象
は
、
雇
用
保
険
失
業
給
付
等
の

支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
次
の
方
で
す
。 

（
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
ケ
ー
ス
で
す
。
） 

①
罹
災
証
明
書
を
受
け
て
い
る
世
帯
に

属
す
る
次
の
方 

・
障
害
者
・
母
子
家
庭
の
母
等
の
方 

・
45
歳
以
上
の
方 

※
罹
災
証
明
を
受
け
て
い
な
い
世
帯
の

方
で
、
震
災
に
伴
い
求
職
す
る
こ

と
と
な
っ
た
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
窓
口
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

②
中
越
地
震
災
害
指
定
地
域
内
で
就
業

し
て
い
た
方
で
、
震
災
に
よ
り
離

職
し
た
方 

・
事
業
所
等
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
方 

・
自
営
業
者
、
家
族
従
業
者
、
農
林
業

従
事
者 

◎
手
当
の
内
容 

　
訓
練
を
受
講
す
る
期
間
、
受
講
日
数

及
び
、
通
校
に
要
す
る
経
費
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。 

（
月
21
日
訓
練
を
受
講
し
た
場
合
、
平

均
的
な
ケ
ー
ス
で
月
額
約
11
〜
13

万
円
） 

■
公
共
職
業
訓
練
と
は 

　
就
職
に
直
結
し
た
実
践
的
な
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
る 

　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
、

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
独
立
行

政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
施
設

が
実
施
す
る
訓
練
で
す
。 

県
内
で
は 

○
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
　
４
校 

　
（
新
潟
・
上
越
・
三
条
・
魚
沼
） 

○
独
立
行
政
法
人
雇
用
能
力
開
発
機
構

３
校
（
新
潟
・
長
岡
・
新
発
田
）

で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡 

　
（
�
32
―
１
１
８
１
） 

　
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.techno.ac.jp 

 

   

　
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
育
児
及
び

家
族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
の
職
業
生

活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

福
祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
経
済
及
び
社
会
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
次
世
代
育
成
支
援
を
進
め
て
い
く
上

で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
育
児

や
介
護
を
行
う
労
働
者
の
仕
事
と
家
庭

の
両
立
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
本

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
事
業
主
の
皆
様
に
は
、
就
業
規
則
を

改
正
法
に
沿
っ
た
内
容
に
見
直
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

改
正
法
の
ポ
イ
ン
ト 

①
育
児
休
業
及
び
介
護
休
業
の
対
象
労

働
者
の
拡
大 

　
休
業
の
取
得
に
よ
っ
て
雇
用
の
継
続

が
見
込
ま
れ
る
一
定
の
範
囲
の
期
間
雇

用
者
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
が
で

き
ま
す
。 

②
育
児
休
業
期
間
の
延
長 

　
保
育
所
に
入
所
を
希
望
し
て
い
る
が

入
所
で
き
な
い
な
ど
、
子
が
１
歳
越
え

て
も
休
業
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
一
定

の
場
合
に
は
、
子
が
１
歳
６
か
月
に
達

す
る
ま
で
育
児
休
業
が
で
き
ま
す
。 

③
介
護
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和 

　
対
象
家
族
１
人
に
つ
き
、
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
至
る
ご
と
に
１

回
の
介
護
休
業
が
で
き
ま
す
。 

　
期
間
は
通
算
し
て（
延
べ
）93
日
ま
で 

④
子
の
介
護
休
暇
の
創
設 

　
小
学
校
就
学
前
の
子
を
教
育
す
る
労

働
者
は
、
１
年
に
５
回
ま
で
、
病
気
・

け
が
を
し
た
子
の
看
護
の
た
め
に
、
休

暇
を
取
得
で
き
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室 

　
（
�
０
２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
８
） 

　
（
FAX
０
２
５
―
２
６
５
―
６
４
２
０
） 

    

　
架
空
請
求
・
不
当
請
求
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
取
引
に
か
か
わ
る
も
の
な
ど
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
お
り
、
ま

た
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
の
新
し
い
問

題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
６
月
に
「
消
費

者
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
「
消

費
者
の
権
利
」
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
消
費
者
自
身
も
単
に
「
保
護

さ
れ
る
者
」
と
し
て
で
は
な
く
、
主
体

的
に
行
動
し
、
「
自
立
」
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
新
潟
県
で
は
消
費
者
月
間
の
記
念
行

事
と
し
て
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。 

■
日
　
時
　
　 

　
５
月
14
日
� 

■
場
　
所
　
　 

　
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
４
階
大
会
議
室
） 

■
公
演
内
容 

　
消
費
者
の
権
利
と
自
立
　 

〜
い
き
い
き
と
し
た
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ

の
た
め
の
消
費
者
講
座
〜
（
仮
題
） 

■
講
　
師 

　
原
　
早
苗
　
氏 

　
　
埼
玉
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師 

　
　
国
民
生
活
審
議
会
委
員
　 

■
時
　
間 

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時 

　
（
午
後
１
時
開
場
） 

■
定
　
員
／
先
着
150
名 

■
申
込
締
切
／
５
月
９
日
� 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政
係 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
３
５
） 

◎
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

（
１
階
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
新
潟
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
） 

■
時
　
間 

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時 

　
（
参
加
自
由
、
入
場
無
料
） 

・
事
例
紹
介
パ
ネ
ル 

・
ミ
ニ
実
験
コ
ー
ナ
ー 

・
ビ
デ
オ
映
写 

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
　
等
　 

           

   

　
式
服
貸
付
事
業
は
昭
和
四
十
一
年
度

か
ら
公
民
館
事
業
の
一
つ
と
し
て
開
始

さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
で
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
三
十
九
年
と
い
う
長
い

間
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
か
ら
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
事
業
の
廃
止
に

よ
り
貸
付
け
て
お
り
ま
し
た
式
服
を
処

分
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

お
申
込
み
下
さ
い
。 

◎
処
分
品 

　
江
戸
褄
　
　
　
　
17
枚 

　
袋
帯
　
　
　
　
　
17
本 

喪
服
（
夏
用
）
　
　
４
組 

喪
服
（
冬
用
）
　
　
２
組 

紋
付
　
　
　
　
　
　
２
組 

モ
ー
ニ
ン
グ
（
小
）
２
着 

モ
ー
ニ
ン
グ
（
中
）
２
着 

モ
ー
ニ
ン
グ
（
大
）
１
着 

◎
申
込
み
受
付
期
間 

　
平
成
17
年
５
月
10
日
�
〜
20
日
� 

◎
処
分
価
格 

　
５
０
０
円
か
ら
５
、
０
０
０
円
程
度 

◎
問
合
せ
・
申
込
み
受
付
場
所 

　
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
ゆ
き
わ
り
荘
（
�
74
―
２
９
１
１
） 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
い
た
し
ま
す
。 
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